
サイト内検索はこちらから

検索

ホーム ＞ 市⺠レポーター ＞ ひばりが丘団地「⽔辺のビオトープ」Ｐａｒｔ１

ひばりが丘団地「⽔辺のビオトープ」Ｐａｒｔ１

こんにちは、新⽶市⺠記者の《空》です。ひ

ばりが丘団地「⽔辺のビオトープ」周辺の季

節の移り変わりを草花や稲の成⻑を通してお

伝えして⾏きたいと思います。

「⽔辺のビオトープ」は団地周辺の植物や

⿃、昆⾍などを調べそれらが棲みやすい環境

の⼀部として作られたそうです。

⼩さな⽣き物達の暮らしをそっと⾒守って下

さい。

ビオトープにある⼩さな⽔⽥です。

「ひばりが丘団地緑のワーク」の皆さん

が中⼼となり5⽉16⽇に⽥植えが⾏

われました。

梅⾬空の下、成⻑した苗の緑が⼀

段と鮮やかです。

8⽉には稲の花が咲き、10⽉初め

には稲刈り・はぜかけが予定されてい

ます。

6⽉〜7⽉にかけて⽔辺を涼しげに

紫陽花や半夏⽣（ハンゲショウ）の

花が彩ります。

葉の⼀部だけが⽩くなるので「半化

粧」と思っていました！

親⿃に⾒守られ⽯の上で⼀休み。

（7⽉3⽇撮影）

6⽉23⽇に8⽻⽣まれ6⽻がス

クスクと育っています。

この愛らしく、のどかな姿に思わず⾜

を⽌め⾒⼊ってしまいます。

井⼾⽔の湧出⼝がありました。１

⽇平均１０ｔの⽔が湧き出ているそ

うです。

ビオトープをはじめ団地の花壇の⼿

⼊れをしているのは「ひばりが丘団地

緑のワーク」の皆さんです。

四季折々の花が道⾏く⼈の⽬を楽

しませてくれます。

真夏に向かい次はどんな花が咲いてく

れるのでしょうか？

楽しみです！
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